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　昨年に続いて 2

回目となるカナ

ダ合宿はスコー

ミッシュとバガ

ブーを目標にし

て出発した。ス

コーミッシュで

は連日の雨。バ

ガブーでは例年

にない積雪量の

多さで取り付く

ことが叶わずキャンモア周辺の岩場へ転進となっ

たが参加した隊員にとって学びの多いものであっ

た。海外でのクライミング……聞くだけではハード

ルが高いように思われるかもしれない。しかし、カ

ナダには日本以上に懐の深い岩場が待っている。

　今回のメンバーは下が 24歳から上が 59歳まで

の 10名。前半のスコーミッシュではテント生活。

後半のキャンモアでは貸別荘のような場所での共

同生活となった。職業や年代が異なるメンバーの集

まりではあったが、山やクライミングが好きという

共通項を持ち、楽しく過ごすことができた。また、

スコーミッシュとキャンモアのそれぞれの街では

現地に住む日本人にも手を貸してもらい、山岳会が

持つ人のつながりが感じられる交流となった。

　前半に滞在したスコーミッシュでは花崗岩のク

ラックでのクライミングが中心。緯度の高いカナダ

では 20時ごろまで日が明るいので、朝から晩まで

ひたすらクラックを登ることができる。そして幅広

いグレードが密集しているので、どの岩場でも気

軽にトライできて登れば登るほど上手になっていっ

た。なかにはグレード更新することができたメン

バーもいて、よい合宿の前半を飾った。後半はキャ

ンモア周辺でのクライミング。こちらは打って変

わって石灰岩を中心とした岩場。ショートルートで

はクラックとは違う多彩なムーブ。またキャンモア

周辺はアルパインクライミングも盛んで、街から望

める特徴的な山「ハーリンピーク」にもトライした。

標高差600m以上の脆い石灰岩の壁はとても刺激的

で、バガブーに行くことは叶わなかったが日本で体

験できない大きな壁に取り付くことができた。

　3年にわたって開催されるカナダ合宿の 2年目も

大陸特有のスケールの大きな岩を体験し、成果をあ

げることができた。来年には日本人にゆかりのある

アルバータ山での登攀も予定している。海外でのク

ライミングや登山に挑戦したいと思っている人は、

グレードや力を言い訳にせず、ぜひ挑戦してみてほ

しい。懐の広い大陸の山々があなたを強く成長させ

てくれるに違いない。　（ユースクラブ　田島圭悟）

6月 26日～ 7月 10日にかけてカナダのスコーミッシュとキャンモアで合宿が開催された。日本からは9名が参加して
それぞれの成長につながる合宿となった。

［編集担当］
松原尚之
滝沢守生
谷山宏典
田島圭悟
新井　梓

カナディアン・ロッキー　ユース合宿報告
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　今年のユースクラブでは「目指せ！北鎌尾根｣ と

題し、半年で全5回にわたりステップアップする講

習登山が企画された。

　第 1回は丹沢のモミソ懸垂岩とモミソ沢。松原

尚之委員長と千葉支部の平野直子さんが講師となっ

て、モミソ懸垂岩でのロープワーク基礎から講習ス

タート。ロープワークにすでに慣れている人もいれ

ば、ほぼ初めてという人もいた。

　私は過去に数えるほどの経験があるものの、とて

も久しぶりだったので、少し手間取りながら練習し

た。翌日は沢登りでの実践。ヒルにヒヤヒヤしなが

ら、途中でロープワークの練習をし、現在地把握の

難しさを感じながら沢登りを楽しんだ。

　第2回は、両神山の大ナゲシ・赤岩尾根。バリエー

ションルートの今回は松原さんの都合が悪く、杉原

ガイドと西田由宇さんが講師を務めてくれた。2人

1組となって、先頭を歩くペアがルートファインディ

ングを楽しそうにしていたのが印象に残っている。

ロープワーク自体は問題なかったが、ロープを出し

て、登って、ロープを仕舞うまでの一

連の動作をもっとスムーズにすること

が必要との指摘。これは反復練習をす

るしかない。ロープを出したほうが良

いのか、ロープ無しでも登れるのかど

うかの判断が難しかった。

　第3回は表妙義。小さな岩稜の登り

降りが続き、これでもかというくらい、

クライミングとロープワークの練習に

なった。この頃になるとクライミング

が楽しくなってきていた。第4回は明

神岳～前穂高岳の予定だったが天気が

思わしくなく、丹沢のマスキ嵐沢に変

更となった。前日、キャンプ場で初め

てのツェルト泊を経験した。朝方に少し雨が降った

が、思っていたよりも中が濡れることなく安心した。

翌日の沢では積極的にロープを出しての練習。ロー

プワークにも徐々に慣れてきたが、さらにスピード

アップが必要だと実感した。

　第5回は前回延期となった明神岳南西尾根の予定

が、これまた天気が思わしくなく、クライミングジ

ムでの練習となってしまった。私は参加できなかっ

たが、かなり特訓を積んだとのこと。あとは覚悟を

決めて本番を迎えるのみとなった（次頁のエピソー

ド２へ続く）。

＊この原稿は北鎌尾根の本番が終わって、東京に

戻ってから書いている。槍ヶ岳頂上の小さな祠が見

えた時の感動は忘れることはないと思う。諦めなく

て良かった。メンバーの助けがあってこその登頂

だった。お忙しいなか、このような機会を作って下

さった松原委員長をはじめとする講師の皆様、一緒

に練習を重ねたメンバーの皆様に心からの感謝を申

し上げます。　　　　　（ユースクラブ　杉本美香）

2024 年から始まったユースクラブの新企画。自分たちで北鎌尾根のようなバリエーションルートを安全に登ること
ができるようになる、連続講習登山「目指せ！北鎌尾根」。全 5回の講習と北鎌尾根本番の様子をエピソード１と２
に分けてレポートします。

エピソード１： 北鎌への道のり

目指せ！北鎌尾根 2024 年間報告

北鎌尾根から見た槍ヶ岳の威容



■ 3

YOUTH 山　020-2024・10・20

エピソード２：槍ヶ岳を目指せ！　北鎌尾根本番！

　ついに本番の日がやってきた。9月 13日から 16

日までの計画上の4日間をどう使うか、装備や食事

等、メンバーで議論しながら当日へと臨んだ。計画

は実動 3日間、4日目は予備日。2日目を北鎌尾根

アタックの日と決めた。

　予報によると山行予定期間中の天候が不安定なた

め、当初案で行くか日程変更か最後まで議論したが

予定通り出発し、現地、北鎌沢出合で判断するとし

た。結果、北鎌尾根アタック日の前後は雨であったが、

北鎌尾根アタックの日の天候は最良の日となった。

本当に最良なタイミングでアタックできたと思う。

　上高地から水俣乗越までは一般ルートであるが、

水俣乗越からバリエーションルートになる。一般登

山者通行不可のロープを越えて北鎌沢出合を目指

す。トレースはあるが崩れやすいうえにかなりの急

斜面を下る。出合到着直後、大雨となる。ツェルト

の設営に難儀し、雨の中で就寝するという快適では

ない夜となった。しかし、翌朝起きると星が綺麗に

輝いていた。雨が上がったのだ。北鎌尾根アタック

決行である。

　北鎌沢右俣のガレ場を登っていく。数カ所で登攀

要素のある場所もあった。途中に水場があったのは

うれしい。北鎌尾根ルートは水場が基本ないのであ

る。北鎌沢のコルからしばらくは容易なルートが続

き、独標手前まで来た。この辺りは事故の多い箇所

である。独標へ多くのパーティは千丈沢側に巻きな

がらピークを過ぎ、そこから独標へ直登していく。

有名な逆「コ」の字のトラバースもその途中にある。

今回はトラバースせず、そのまま直登した。ロープ

登攀によりナイフリッジを経て独標への登頂を果た

した。ここで槍ヶ岳がドーンと目の前に見えるのは

最高である。

　独標から北鎌平まで細かなピークを刻みながら進

む。足場は狭く、崩れやすい。ここはルートファイ

ンディングが最も重要なエリアである。不明瞭な分

岐を誤って先に進んでしまうと、戻るのに苦労し体

力を消費し、大きなリスクを生む。そのため慎重に

ルートを選びながら進まなくてはならなかった。

　北鎌平からは槍ヶ岳山頂を目指すのみとなる。し

かし山頂直下は登攀要素が求められる。難しくはな

いが登山靴のため慎重に登る。そして……ついに山

頂の祠に出た！　山頂にいた多くの人が喝采してく

れたのが心に残っている。そう私はこの喝采を浴び

たくてここに来たのだ。こうして私の北鎌尾根は無

事達成されたのだった。

　この企画を実施してくれた松原委員長と半年間共

に過ごせたメンバーに感謝を言いたい。また、諸事

情によりメンバー9名全員での登頂は果たせなかっ

た。山は逃げない。次回また全メンバーで登れれば

こんなに嬉しいことはないと思っている。

　　　　　　　　　（ユースクラブ　西村信昭）

半年間一緒にがんばった仲間と

緊張のナイフリッジ通過
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夏の小川山集中合宿から

　8月 10 日～ 13 日の 4日間、ユースクラブの夏

合宿を小川山（廻り目平）にて実施した。昨年の

夏合宿は涸沢をベースに穂高を登ったが、今年は

廻り目平でキャンプしながらクライミング中心の

合宿を行うことになった。東京、大阪、兵庫、滋賀、

岐阜、松本など各地から 19名と大勢参加してくれ

た。初日、2日目は松原の秘密の岩場でトップロー

プ中心のクライミング、3日目は懸垂下降やロープ

ワークの練習、最終 4日目はガマスラブ右壁で雨

高度感のあるフェースで懸垂下降の訓練をする

　9月 5日、学生部プンギ登山隊が日本を出発

した。久しぶりとなる学生部のヒマラヤ登山隊

は、青山学院大 4年の井之上琢磨（昨年度学生

部委員長）を隊長とし、東大、立教大、中央大

など４つの大学山岳部の現役学生 5人で構成さ

れる。プンギ（6,524m）はネパールのアンナプ

ルナ山域にある未踏峰で、2022 年秋にヒマラヤ

キャンプ隊がトライした山である。学生部隊は

58日間という長めの日程を組み、キャンプも増

やして初登頂を目指す。

学生部が未踏の
プンギ峰に挑戦

　今年 3回目を迎えるユース交流会を 11 月 2

日（土）～ 4日（月・祝）の日程で、広島の三

倉岳、天応烏帽子岩山で開催する。

　過去１回目は広島、２回目は岐阜で開催し、

本部ユース、広島、東海、関西、信濃、東九州、

東京多摩、岐阜などたくさんの支部メンバーが

参加。この交流会を機に、支部同士でユース世

代の横のつながりも深まっている。今年も素晴

らしい環境の広島の岩場を登り、新たな仲間に

出会えるのが楽しみだ。

第 3 回ユース交流会
2024 in 広島が開催

ユース山行情報板

が降り出すまで登った。また2日目には小川山から

八丁平を周回するコースを３名が歩きに出かけた。

　４日間のキャンプ＆クライミングは楽しい時間

であったが、1つ大きな反省事項は、２日目の午後、

１人がトップロープをかけ替えようとして懸垂下

降し、ロープのすっぽ抜けによるフォール事故を

起こしてしまったことである。約７m墜落したの

だが、地面が柔らかかったことなどが幸いし、誠

に僥倖ながら、かすり傷程度で済んだ（念のため

病院に行き、検査を受けた）。事故を起こしたのは

十分な経験を有する、参加者の中でもリーダー的

立場のメンバーであったが、気の緩みと、「ロープ

の末端が地面に届いているか確認する」という懸

垂下降の基本の１つを怠ったために、このような

大失敗を起こしてしまった。クライミングはたと

えゲレンデであっても、常に重大事故のリスクを

内包している。これからクライミングや本格登山

を志そうというメンバーたちには、常に緊張感を

持って、基本を忠実に守ることを忘れずに、続け

ていってほしいと願う。　　　　　　( 松原尚之 )


